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た
、
千
葉
県
の
変
死
体
の
死
因
に
ど
ん
な
も

の
が
あ
る
の
か
、
ケ
ー
ス
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と

め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
法
医
学
教
室
は
、
修
士
一
名
、
博

士
三
名
、
講
師
や
助
手
な
ど
の
医
師
が
三
名

と
技
術
職
員
で
す
。
法
医
学
を
専
攻
し
た
場

合
の
就
職
口
と
し
て
は
、
大
学
に
残
っ
て
解

剖
医
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
正
直

に
言
え
ば
ポ
ス
ト
が
少
な
い
で
す
ね
。
本
来

は
国
を
挙
げ
て
死
因
解
明
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
作
り
を
す
る
べ
き
な
の
だ

と
思
い
ま
す
が
…
…
な
か
な
か
も
ど
か
し
い

で
す
ね
。

　
　

	

最
後
に
、
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

千
葉
大
学
は
、
千
葉
県
随
一
の
研
究
機
関

で
あ
り
、
行
政
や
地
域
社
会
と
の
連
携
が
取

り
や
す
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
が
集
ま
っ

て
く
る
の
で
研
究
が
し
や
す
い
場
所
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
学
生
の
皆
さ
ん
は
色
々

な
こ
と
を
経
験
し
て
、
視
野
を
広

げ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
異
な
る
立

場
を
知
り
、
異
な
る
視
野
を
持
つ
こ
と
は
将

来
に
き
っ
と
役
立
つ
こ
と
と
思
い
ま
す
。
優

秀
な
人
材
が
集
ま
る
千
葉
大
学
だ
か
ら
こ

そ
、
中
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
に
外
に
羽
ば
た
い

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

難
し
い
時
さ
え
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

で
は
い
け
な
い
、
と
思
い
、
当
時
の

医
学
部
長
の
福
田
先
生
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
取
り
上
げ
改
善
へ

と
動
い
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
Ｃ
Ｔ
機
器
導
入
も

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
今

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
　

	

先
生
の
行
動
が
制
度
の
改
善
に

つ
な
が
り
、
日
本
の
法
医
学
を
救
っ

た
ん
で
す
ね
。

　

そ
こ
ま
で
で
は
な
い
で
し
ょ
う

が
、
法
医
学
の
置
か
れ
て
い
る
現
状

の
打
破
に
少
し
は
役
立
て
た
か
な
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
風
通

し
が
良
く
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

良
い
千
葉
大
学
だ
か
ら
こ
そ
で

き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
導
入
後
は
解
剖
の
現
場
に

も
た
く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
司
法
解
剖
と
い

う
の
は
、
遺
体
の
内
部
の
状
態
が
わ

か
ら
な
い
ま
ま
、
手
探
り
で
メ
ス
を

入
れ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
し
た
。

Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
、
事
前
に
画
像
情
報

を
得
た
上
で
解
剖
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
、
非
常
に
効
率
的
に
な
り
ま
し
た
。

千
葉
大
学
で
の
画
像
診
断
の
活
用
を
機
に
、

群
馬
大
学
や
近
畿
大
学
な
ど
、
他
大
学
で
も

Ｃ
Ｔ
機
器
を
導
入
す
る
と
こ
ろ
が
出
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
　

	

解
剖
の
前
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考

え
る
の
で
す
か
？

　
「
こ
の
方
は
ど
う
し
て
亡
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
、
そ
の
理

由
を
探
ら
な
い
と
」
と
い
う
気
持
ち
、

そ
の
一
点
の
み
で
す
ね
。
た
だ
、
僕
は
今
で

も
解
剖
室
で
遺
体
と
二
人
き
り
に
な
る
こ
と

が
怖
い
ん
で
す
よ
。
本
音
を
言
え
ば
、
解
剖

だ
っ
て
本
当
な
ら
あ
ま
り
し
た
く
は
な
い
で

す
が
、
な
ぜ
解
剖
を
す
る
か
と
言
え
ば
、
そ

こ
に
死
因
の
わ
か
ら
な
い
遺
体
が
あ
り
、
そ

れ
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使

命
感
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

内
科
や
外
科
の
医
師
が
「
病
気
を
治
さ
な

い
と
」
と
思
う
の
と
同
じ
こ
と
な
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

 

解
剖
以
外
の
研
究
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？
ま
た
、
現
在

の
法
医
学
教
室
の
規
模
は
？

　

Ｃ
Ｔ
に
よ
る
事
前
診
断
の
さ
ら
な
る
可
能

性
を
探
っ
て
い
る
ほ
か
、
法
歯
と
い
う
歯
型

に
よ
る
身
元
診
断
、
溺
死
の
診
断
や
Ｄ
Ｎ
Ａ

鑑
定
な
ど
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

合
、
約
50
％
か
ら
100
％
を
解
剖
し
て
死
因
を

追
求
し
ま
す
。
千
葉
県
を
見
る
と
、
昨
年
は

約
七
、〇
〇
〇
体
の
変
死
体
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
司
法
解
剖
が
行
わ
れ
た
の
は

二
〇
〇
体
、
わ
ず
か
３
％
の
解
剖
率

で
す
。
監
察
医
務
院
が
あ
る
東
京
で
も
、

行
政
解
剖
と
司
法
解
剖
を
合
わ
せ
て
20
％
前

後
の
解
剖
率
で
す
の
で
、
低
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
で
す
ね
。
こ
の
法
医
学
教
室
で
は

毎
週
四
〜
五
体
の
司
法
解
剖
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
上
は
人
的
に
も
ス
ペ
ー
ス
的

に
も
規
模
が
足
り
な
い
状
況
で
す
。

　

日
本
の
医
学
は
非
常
に
発
達
し
て
い
て
、

病
気
に
な
っ
た
ら
最
先
端
の
医
療
が
受
け
ら

れ
る
の
で
す
が
、
一
方
で
病
死
以
外
の
死
因

の
解
明
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
疎
か
に
さ
れ

て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　
　

	

先
生
と
千
葉
大
学
の
関
わ
り
は
？

　

私
は
生
ま
れ
が
千
葉
県
で
父
が
千
葉
大
学

出
身
で
す
か
ら
、
ず
っ
と
身
近
な
存
在
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。
あ
と
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー

ン
ズ
が
移
転
し
て
き
た
時
か
ら
の
フ
ァ
ン
な

ん
で
す
。
今
は
な
か
な
か
観
戦
に
も
行
か
れ

ま
せ
ん
が
、
昔
は
外
野
で
ヤ
ジ
を
飛
ば
し
た

り
し
て
（
笑
）、
熱
く
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
15
年
に
千
葉
大
学
に
来
て
…
…

こ
れ
も
縁
で
す
ね
。

　
　

	

二
〇
〇
六
年
に
千
葉
大
学
の
法
医
学
教

室
が
日
本
で
初
め
て
導
入
し
た
Ｃ
Ｔ
機
器

は
、
変
死
体
を
解
剖
前
に
診
断
で
き
る
と
大

き
な
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
を
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で

取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
日
本
の

司
法
解
剖
率
の
低
さ
や
、
解
剖
報
酬
の
低
さ

な
ど
が
明
る
み
に
な
り
、
予
算
が
出
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
変
化
と
い
え
る
で

し
ょ
う
ね
。

　

実
は
、
私
が
千
葉
大
学
に
赴
任
し
た
当
時

は
、
全
国
で
行
わ
れ
て
い
る
司
法
解
剖
に
は

わ
ず
か
な
謝
礼
の
み
で
必
要
経
費
さ
え
払
わ

れ
ず
、
い
わ
ば
無
料
サ
ー
ビ
ス
で
行
っ
て
い

る
状
態
で
し
た
。
千
葉
大
学
の
法
医
学
教
室

も
ま
た
、
設
備
や
機
材
は
も
ち
ろ
ん
、
感
染

症
を
防
ぐ
た
め
の
手
袋
な
ど
を
揃
え
る
の
も

に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
事
故
で
は
、
最
初

の
犠
牲
者
は
解
剖
さ
れ
ず
「
心
不
全
」
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
も
し
、
こ
の
方
が
解
剖
さ

れ
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
だ
と
判
明
し
て
い
れ

ば
、
被
害
者
の
数
は
激
減
し
た
は
ず
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
法
医
学
で
行
う
解
剖
な
ど
の

業
務
は
、
死
者
を
診
て
は
い
ま
す
が
、

そ
れ
を
通
し
て
、
生
き
て
い
る
人

を
守
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
の

で
す
。

　

よ
く
、
ド
ラ
マ
の
世
界
で
は
、
行
政
解
剖

を
行
う
監
察
医
や
私
た
ち
法
医
学
者
が
警
察

と
一
緒
に
な
っ
て
捜
査
や
現
場
検
証
に
参
加

し
た
り
し
ま
す
が
、
あ
れ
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

で
す
（
笑
）。
海
外
の
監
察
医
は
捜
査
に
参

加
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
モ
デ

ル
に
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

　
　

	

日
本
お
よ
び
千
葉
県
の
法
医
学
は
、
海

外
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
あ
る

の
で
す
か
？

　

欧
米
諸
国
で
変
死
体
が
見
つ
か
っ
た
場

　
　

	

ま
ず
、
法
医
学
と
は
ど
の
よ
う
な
学
問

な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

法
医
学
と
は
、
医
学
の
観
点
か
ら
法
的
な

諸
問
題
に
関
わ
る
学
問
と
い
え
ま
す
。
法
と

は
、
国
民
の
権
利
を
守
る
た
め
に
作
ら
れ
る

も
の
で
す
か
ら
、
法
医
学
と
は
言
い
換
え
る

な
ら
、
国
民
の
権
利
を
守
る
た
め
の
医
学
と

言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

明
ら
か
な
病
死
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
死

に
方
を
さ
れ
る
こ
と
を
変
死
と
か
異
常
死
と

呼
び
ま
す
が
、
そ
う
し
た
遺
体
を
解
剖
や
薬

物
検
査
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
査
な
ど
を
通
し
て
、
極

力
死
因
を
正
し
く
判
断
す
る
の
も
法
医
学

の
仕
事
の
一
つ
で
す
。
死
因
や
身
元
推
定

な
ど
を
き
ち
ん
と
判
断
す
る
こ
と
は
、
死

者
や
ご
遺
族
の
権
利
を
守
っ
た
り
、

冤え
ん

罪ざ
い

を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
死
因
を
特
定
す
る
こ
と
で
、

将
来
の
犯
罪
や
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
も

大
き
な
役
割
の
一
つ
で
す
。
例
え
ば
、
20
年

前
に
20
人
以
上
の
方
が
亡
く
な
っ
た
給
湯
器

死
者
の
声
が
人
を
守
る

～
法
医
学
の
真
実
と
は
～

こ
の
春
、
話
題
を
呼
ん
だ
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
ヴ
ォ
イ
ス
～
命
な
き
者
の
声
～
」
を
は
じ
め
、

推
理
ド
ラ
マ
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
法
医
学
教
室
。
今
回
は
岩
瀬
博
太
郎
教
授

に
、
千
葉
大
学
の
法
医
学
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

千葉大学医学研究院教授（法医学）　岩
いわ
瀬
せ
博
ひろ
太
た
郎
ろう

実際に使われているCT機器

法医学教室のメンバー



工学部教授　渡邉 誠

文学部教授　鈴木 伸枝

法経学部教授　広井 良典

医学部教授　田邊 政裕

看護学部教授　山本 利江

園芸学部准教授　丸尾 達 教育学部教授　明石 要一 理学部教授　伊藤 谷生

薬学部教授　山本 友子

個性あふれる教員「 松戸キャンパスの元気印 」 「 教育学部で長嶋学の創造を目指す 」

「 職人気質の看護教員 」

「 小児外科医から医学教育へ 」

「 『民』と協働する研究をめざして 」

「 ちひさきものはみなうつくし？ 」
　千葉大学にはデザイン学科があります。しかも工学部の中に！
皆さんはご存知ですか？では、なんで芸術学部ではないのでしょ
う？その答えは簡単です。千葉大学のデザインは「工業デザイ
ナー」を育成する学科で、以前は工業意匠学科でした。つまり工
業製品のためのデザインを柱に教育・研究するために設置され
たので工学部にあるのです。今では、工業・トランスポーテーショ
ン・環境・メディアの４つのデザインプログラムがあります。
　実はデザイン学科には、もう一つ特徴があります。千葉大学に
は今900人近い留学生がいます。その一割以上の100人ぐらい

がデザイン学科（大学院も含む）に在籍しています。これもデザイン学科の自慢です。　
　一方で、共生環境デザイン、サービスプロダクトデザインやグローバルアジアデザインスクールな
ど多彩なプログラムが運営されています。このように、多国籍で多彩なデザイン学科を覗いてみてく
ださい。ちょっとしたスモールワールドです。

　広井先生は社会保障、福祉・医療、環境等の分野に関する公共
政策から、ケア、死生観、時間等に関する哲学的探究まで、幅広い
研究や活動を進めています。
　厚生省に10年務めた後、1996年に千葉大に赴任され、2001年
にはマサチューセッツ工科大学（ＭＩＴ）で客員研究員を務めました。
2004年から2009年3月まで、21世紀ＣＯＥプログラムという大規
模な研究プロジェクトのリーダーを務めたほか、社会的にも幅広く
活躍され、最近では文部科学省の脳科学委員会の委員や、政府の
教育再生懇談会の委員、朝日新聞の書評委員等も務めています。

　国際的にも、国際協力機構（JICA）による中国農村部での社会保障制度整備に関するプロジェク
トのアドバイザー等を務めてきました。数多くの著書があり、『持続可能な福祉社会』『定常型社会』と
いった本を出されています。「好きなことを分野の枠にとらわれず自由に探求していくことが創造性に
つながる」というモットーで、ゼミや講義に熱心にまた楽しく取り組んでいます。

　「薬学」は生命や健康について研究する総合科学で、その研究
成果をもって人類の健康・福祉に貢献することを目的にしていま
す。山本教授は「目に見えぬほどの小さな生き物によって引き起
こされるいろいろな病気（感染症）とどう闘うか」をテーマに基礎
生命科学研究を行い、その成果を感染症の治療と予防に役立て
ようとしています。
　インフルエンザをはじめ結核、コレラ、エイズ、マラリア等、感染
症といっても様々。21世紀の今日でも世界で年間1,700万人の人
が感染症で命を落としており、感染症研究は今も最前線の分野で

す。山本教授は千葉大学薬学部の出身ですが、他大学の医学部での10年以上の教育研究経験があ
ります。2回のアメリカ留学、４歳の息子さんを育てながらの研究生活も今は懐かしいとか。
　現在は長年にわたる基礎生命科学研究と細菌感染症研究を融合させて、細菌感染のメカニズム
を分子のレベルで解明しようとしています。これらの基礎研究の成果は、病気を防ぐ安全なワクチン
開発へ応用されようとしています。

　小児外科からこの部門に1999年4月に異動しました。小児外
科は15歳未満の小児を手術で治療する部門です。重篤な先天奇
形のある新生児を緊急手術によって救命し、正常児と変わらない
人生が送れるようにするのが、小児外科医の得意分野です。小児
外科医は小児を診る繊細さと優しさ、外科医の実行力を兼ね備え
ています。
　総合医療教育研修センター（センター）は医師、コメディカルを
対象とする教育、研修を担当する医学教育専任のポジションです。
わが国は世界でもトップクラスの長寿国です。これを支えているの

が良くトレーニングされた質の高い医師と看護師、薬剤師などのコメディカルです。
　しかし、今、それが医療崩壊と言われるように危機的な状況に陥っています。このような困難な状況
でも、医療に責任を持って、それを確実に遂行できる、タフでまじめな医師、医療者を育成します。セン
ターはこの教育に繊細さと優しさと実行力をもってあたっています。

　今日の日本の大学を取り巻く世の中では、「産学官連携」とい
うことがいわれています。けれども、こうしたスローガンが忘れて
いるものがあります。それは「民」です。
　鈴木先生が「個性あふれる教員」だといえるのは、先生が文化
人類学者として異なる「文化」を知る上で、人とかかわりながら
フィールド調査を行うだけでなく、2009年度から文部科学省の
科学研究助成を受け、先生のこれまでの在日フィリピン人研究を
下支えしてきてくれた非政府団体(NGO)の人々と協働しながら、
こうした民族集団がおかれた立場を彼らと協働し調査研究する、

つまり「民」の声を「民」とともに聞こうと試みているからです。
　文学部は、人間探求を目指す学部です。鈴木先生はこの文学部で、「人」を中心とした課題を、学問
分野や学者という領域や資格の枠を超えた立場から検討し、新たに生まれてきている社会問題に取
り組もうとしています。

　山本先生の専門である基礎看護学は、看護の基礎となる考え方
や看護基本技術の教育・研究をテーマとしています。先生の授業は、
近代看護の祖とされるフロレンス・ナイチンゲールの教えを基盤と
した本質的なものの見方・考え方で貫かれ、多くの学生を惹きつけ
ています。
　また先生は、助手時代から数多くの看護技術のビデオ作成を手
掛けてきました。先生の、カメラ機材を扱う様子や、講座の小さなス
タジオにこもって黙々と編集作業を行う様は、まさに職人という感
じです。SCS回線を使った遠隔双方向授業を、千葉大学でいち早

温室施工から水道工事、制御機器の製作まで、なんでも対応するため、園芸の「丸尾工務店」として
も有名です。
　趣味も広く、登山から山スキー、マラソン、サイクリング、水泳までアウトドア全般はお手のものです。
学内では、ISO活動、ワンゲル顧問、組合活動などにも対応されていて、いつも学内外を飛び回ってい
ます。

　園芸学部には、冬でも半袖のポロシャツで飛び回っている先生
方が何人かおられますが、中でも丸尾先生は、大きな声と半袖の
ポロシャツがトレードマークという元気一杯の先生です。
　専門は、蔬菜園芸学（野菜の生理生態と栽培技術の研究を通じ
て、より効率的で安全な野菜の生産手法を開発する分野）で、な
かでも養液栽培や施設園芸、植物工場の分野では、世界的にも
有名な研究者です。実験室での実験というより、圃場での栽培試
験中心の教育・研究活動ですが、ハウスなどの大型施設から、栽
培装置、測定機器類まで試験設備の大半が手作りです。従って、

「 好きなことを幅広い視点で探求 」 「 デザインあります！ 」

「 空前の規模で取り組む
               中部日本地殻構造探査 」

　内陸地震を起こす活断層の密集域である中部日本は、約3億
年かかって形成された日本列島の背骨に位置しており、複雑な地
殻構造を有しています。このためプレート境界に近い太平洋沿岸
や約1500万年前に形成された日本海沿岸域を対象にして構築
されている従来の活断層論では対処できない様々な問題を持って
いるのです。解く鍵は、深度3～40kmまでの地殻構造全体を明ら
かにすることにあります。
　そこで伊藤教授をはじめ地球科学コースの教員や院生・学生諸
君は他大学と共同して人工地震を用いた反射法地震探査に今取
り組んでいます。その規模は、150kmに及ぶ測線長、3,000箇所で
の地震計設置、12地点での強力ダイナマイト発破、多数の地点に
おけるバイブレータ（写真左）4台（各17トン）駆使です。
　このような空前の実験ができるのは千葉大学が反射法地震探
査の教育・研究を推進できる国内唯一の大学だからです。学生諸
君によれば、全体を指揮している伊藤教授（写真右）は現場では到
底大学教授にはみえず、生き生きと仕事に取り組む作業員そのも
のとのこと。伊藤教授の面目躍如たるところなのでしょう。　

　なぜ大学のゼミで長嶋学
を始めたのですか。「長嶋さん
（長嶋茂雄巨人軍終身名誉
監督）の大ファンはいません
が、嫌いな人もいません。多
くの人から親しまれ愛されて
います。こうした長嶋さんが
目指す教員像となりうるのか。
長嶋さんは教員の鑑になる
のか。もしそうなら、長嶋さん
はどのようにして成長してき
たのか、を探ろうとしたのです。」

　今、研究はどこまで進んでいるのですか。「かれこれもう4年ほ
ど続けています。調査によれば長嶋さんが小学校の教員になれ
ば、子どもたちは遊びが上手で元気になる、とみています。ただし
算数、国語の成績が上がるとはみていません。」また、「病気にな
られた後に行った調査では、長嶋さんのがんばりに元気を貰った、
という声が多いのです。」
　今、教員養成が岐路に立っています。時代を超えて通用する
教員像の形成が求められています。長嶋学を通して日本の教育
を担う明るく元気で好奇心のあふれた教員像を探していくつも
りです。
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く企画・実施したのも先生でした。このように先生は、マルチメディアを取り入れた効果的な看護学教育
を追究し続けています。
　先生の、看護の本質の追究と映像に対するこだわりを一言で言い表すとするならば、「職人気質」に
尽きるでしょう。職人というと頑固者のイメージがありますが、いつも周りは笑い声であふれ、皆からは
親分と慕われている先生です。



工学部教授　渡邉 誠

文学部教授　鈴木 伸枝

法経学部教授　広井 良典

医学部教授　田邊 政裕

看護学部教授　山本 利江

園芸学部准教授　丸尾 達 教育学部教授　明石 要一 理学部教授　伊藤 谷生

薬学部教授　山本 友子

個性あふれる教員「 松戸キャンパスの元気印 」 「 教育学部で長嶋学の創造を目指す 」

「 職人気質の看護教員 」

「 小児外科医から医学教育へ 」

「 『民』と協働する研究をめざして 」

「 ちひさきものはみなうつくし？ 」
　千葉大学にはデザイン学科があります。しかも工学部の中に！
皆さんはご存知ですか？では、なんで芸術学部ではないのでしょ
う？その答えは簡単です。千葉大学のデザインは「工業デザイ
ナー」を育成する学科で、以前は工業意匠学科でした。つまり工
業製品のためのデザインを柱に教育・研究するために設置され
たので工学部にあるのです。今では、工業・トランスポーテーショ
ン・環境・メディアの４つのデザインプログラムがあります。
　実はデザイン学科には、もう一つ特徴があります。千葉大学に
は今900人近い留学生がいます。その一割以上の100人ぐらい

がデザイン学科（大学院も含む）に在籍しています。これもデザイン学科の自慢です。　
　一方で、共生環境デザイン、サービスプロダクトデザインやグローバルアジアデザインスクールな
ど多彩なプログラムが運営されています。このように、多国籍で多彩なデザイン学科を覗いてみてく
ださい。ちょっとしたスモールワールドです。

　広井先生は社会保障、福祉・医療、環境等の分野に関する公共
政策から、ケア、死生観、時間等に関する哲学的探究まで、幅広い
研究や活動を進めています。
　厚生省に10年務めた後、1996年に千葉大に赴任され、2001年
にはマサチューセッツ工科大学（ＭＩＴ）で客員研究員を務めました。
2004年から2009年3月まで、21世紀ＣＯＥプログラムという大規
模な研究プロジェクトのリーダーを務めたほか、社会的にも幅広く
活躍され、最近では文部科学省の脳科学委員会の委員や、政府の
教育再生懇談会の委員、朝日新聞の書評委員等も務めています。

　国際的にも、国際協力機構（JICA）による中国農村部での社会保障制度整備に関するプロジェク
トのアドバイザー等を務めてきました。数多くの著書があり、『持続可能な福祉社会』『定常型社会』と
いった本を出されています。「好きなことを分野の枠にとらわれず自由に探求していくことが創造性に
つながる」というモットーで、ゼミや講義に熱心にまた楽しく取り組んでいます。

　「薬学」は生命や健康について研究する総合科学で、その研究
成果をもって人類の健康・福祉に貢献することを目的にしていま
す。山本教授は「目に見えぬほどの小さな生き物によって引き起
こされるいろいろな病気（感染症）とどう闘うか」をテーマに基礎
生命科学研究を行い、その成果を感染症の治療と予防に役立て
ようとしています。
　インフルエンザをはじめ結核、コレラ、エイズ、マラリア等、感染
症といっても様々。21世紀の今日でも世界で年間1,700万人の人
が感染症で命を落としており、感染症研究は今も最前線の分野で

す。山本教授は千葉大学薬学部の出身ですが、他大学の医学部での10年以上の教育研究経験があ
ります。2回のアメリカ留学、４歳の息子さんを育てながらの研究生活も今は懐かしいとか。
　現在は長年にわたる基礎生命科学研究と細菌感染症研究を融合させて、細菌感染のメカニズム
を分子のレベルで解明しようとしています。これらの基礎研究の成果は、病気を防ぐ安全なワクチン
開発へ応用されようとしています。

　小児外科からこの部門に1999年4月に異動しました。小児外
科は15歳未満の小児を手術で治療する部門です。重篤な先天奇
形のある新生児を緊急手術によって救命し、正常児と変わらない
人生が送れるようにするのが、小児外科医の得意分野です。小児
外科医は小児を診る繊細さと優しさ、外科医の実行力を兼ね備え
ています。
　総合医療教育研修センター（センター）は医師、コメディカルを
対象とする教育、研修を担当する医学教育専任のポジションです。
わが国は世界でもトップクラスの長寿国です。これを支えているの

が良くトレーニングされた質の高い医師と看護師、薬剤師などのコメディカルです。
　しかし、今、それが医療崩壊と言われるように危機的な状況に陥っています。このような困難な状況
でも、医療に責任を持って、それを確実に遂行できる、タフでまじめな医師、医療者を育成します。セン
ターはこの教育に繊細さと優しさと実行力をもってあたっています。

　今日の日本の大学を取り巻く世の中では、「産学官連携」とい
うことがいわれています。けれども、こうしたスローガンが忘れて
いるものがあります。それは「民」です。
　鈴木先生が「個性あふれる教員」だといえるのは、先生が文化
人類学者として異なる「文化」を知る上で、人とかかわりながら
フィールド調査を行うだけでなく、2009年度から文部科学省の
科学研究助成を受け、先生のこれまでの在日フィリピン人研究を
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掛けてきました。先生の、カメラ機材を扱う様子や、講座の小さなス
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られた後に行った調査では、長嶋さんのがんばりに元気を貰った、
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　大学時代、ゼミでは社会学を専攻しフィール
ドサーベイという考え方を学びました。その授
業は大変新鮮で、今でもはっきりと憶えていま
す。いろいろな角度から物事を分析し考えをま
とめていくプロセスは、今でこそビジネスの現
場で日常的に使っていますが、当時の私にとっ
てはかなり刺激的でした。
　卒論では、当時問題となっていた「暴走族と
社会的現象」というテーマを取り上げました。
暴走族に参加しているメンバーのアイデンティ

ティーという観点から現象を捉え、問題解決へ
の糸口を探求していくという研究です。現役の
暴走族のヒアリング調査が中心で、担当教官の
先生には心配していただいた記憶があります。
　部活では、音楽系サークルに身をおき、日々
バンド活動（ベース担当）と、練習後のノミニ
ケーションに力を注いでいました。大学祭で行
われる野外ステージ「オン・ザ・ロック」に出
場することがメンバーの目標でしたが、千葉大
の音楽系サークルはどのバンドもレベルが高
く、出場することは叶いませんでした。そのこ
とだけは、今でも心残りです。サークルの先輩
であった夫は、私が１年生の時、工業意匠科の
４年生でした。現在でも、夫がドラムス、私が
ベース、それに当時のメンバーが加わり、おや
じバンドとして年に数回ステージに立たせてい
ただいています。
　現在、千葉大でベンチャービジネス論と起業
論の講師をしておりますが、微力ながら後輩育
成のために協力できたらうれしい限りです。

千葉大学を語る
平山　喬恵　氏
（㈱アクティブブレインズ代表取締役）

生協ブックセンターのみなさん

　生協ブックセンターでは、専門書を始めとしてほぼ全て
の書籍を10％割引で販売しています。店舗に置いてない
ものもほとんど取り寄せられるので、遠慮なくカウンター
で訊いて下さい。また書籍の販売だけではなく、TOEIC
など資格試験の受け付けや、公務員や公認会計士など資格
専門学校の申込み受け付けも行っています。
　また「読書マラソン」といって、カードに感想を書きな
がら継続的に本を読んで、読書力をつけようという企画を
実施しています。書いたカードは店頭に本と一緒に並びま
すので、何を読んだらいいのかわからないといった時は、
ブックセンターの読書マラソンコーナーに来てみてくださ
い。いろんな本に学生の皆様の感想コメントが付いて並ん
でいます。きっと今の自分にぴったりな本が見つかると思
いますよ！

プロフィール
1983年 千葉大学法経学部卒業
1983年 ㈱テスタプロジェクト
1985年 アメリカ留学
1986年 ㈱村井ニット
1998年 ㈲アクティブブレインズ設立
2004年 ㈱アクティブブレインズに組織変更（現在に至る）
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ある日のサッカーおとどけ隊
 07:40　おとどけ隊号で蘇我を出発
 08:00　市原市の小学校に到着
 08:30　�スポーツ体験教室（３・４年生）�

スポーツ体験教室（１・２年生）�
スポーツ体験教室（５・６年生）

　　　　　　学校の先生も目からうろこのプログラムと指導法。
 12:30　給食

　　　　　　ジェフのコーチと子どもたちと一緒に給食をいただきます。
 13:00　先生方と意見交換
 14:00　蘇我の事務所に帰社

大学２年生　図書館前にて

幕張WBGオフィスにて

マリーンズカスタマーセンターにて オシム監督（当時）を囲んで

〈８月24日〉実習一日目
 13:30〜　興行ミーティング

　　➡各部署が、当日のタイムスケジュールや新しく始める企画などを報告。
 14:00〜　三塁側MCC（マリーンズカスタマーセンター）の準備

　　➡  MCC内のシステムの起動・確認や、マリーンズカードにポイントを付加する
方法やその際に渡す景品についての説明を受ける。また、ガラポン抽選会が
行われるのでその準備。

 16:15〜　球場が開場し業務開始
　　➡ 三塁側MCCにてガラポン抽選会の業務を担当。お客様からマリーンズカードを

受け取り、抽選に必要なポイントが貯まっていればガラポンをまわしてもらう。
はずれの場合は昨年配布されたピンバッジを渡し、あたりの場合は鐘を鳴らして
選手のサイン入りユニフォームを渡す。７回の裏終了でガラポン抽選会は終わる
ので、その後は来場者のマリーンズカードに来場ポイントを付加する業務を行う。


